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令和元年 11月 1日

全国生コンクリート工業組合連合会

全国生コンクリート協同組合連合会

生コン業界の現状と生産性向上への取組み

第9回コンクリート技術交流会 パネルディスカッション

～コンクリート分野におけるITやAIとの上手な付き合い方～
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生コンクリート業界の現状

1社当たりの従業員数月産能力

1社当たりの従業員数 (回答数：2892社)

20人未満が約7割

月産能力分布 (回答数：3000社)

6000～24000㎥が半数

資本金別会社数 (回答数：2616社)

1000万円～5000万円未満が約7割

資本金、従業員数、月産能力データはH30年10月時点

資本金規模
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出荷数量と従業員数

58%

65%
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出荷数量と生コン車車両台数

64%

65%
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生コン製造業 企業数と工場数

76%

74%
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■ H30年度出荷量はH２年度の約43％の水準

（H29年度・8,370万㎥は過去最低）
1億9,800万㎥

（H2年度・過去最高）

生コンクリート出荷量の推移

H19 サブプライムローン問題～
H20. 8  リーマンブラザーズ経営破綻
H21. 9  民主党政権
H22. 3  東日本大震災
H24.12 自公連立政権

H9．7 アジア通貨危機
（H9.11～H10.12 三洋証券、山一証券、拓銀
長銀、日債銀等相次いで経営破綻）

民 需

官 需
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建設投資と生コン出荷量（※）の推移

出所：国土交通省「H29年度建設投資見通し」 注 投資額についてH28年度までは実績、29年度・30年度は見込み

■ H30年度建設投資はピーク(H4年度)の約72%の水準

■ 建設投資1億円当たりの生コン出荷量はH1年度の約53%
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■ 1工場当りの年間出荷量は地方において低位 (2万m³以下)

■ 生コン出荷は地方において官需依存が顕著
生コン出荷量の推移
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各都道府県の1工場あたりの官民別の生コン出荷量の推移

( H10年 – H20年度 – H30年度 )

官公庁 民間

H10年度

H20年度

H30年度

民間

官公庁

赤枠は2万m3/年
以下の県

（H30年度）

1工場当たり出荷量 20,000m3

構造改善により需要減に対応も供給不能地域が発生し限界
○ 平成30年度の総出荷量は平成10年の約1/2に減少
○ 平成30年度の工場数は平成10年の約2/3に削減

平成30年度1工場当たり平均出荷量 25,919m3

H30年度全国平均出荷量
( 25,919m3 )
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各都道府県の工場数の推移
■ H30年度工場数はH10年度の約68%の水準

■ 4832工場（H10年度）→  3298工場（H30年度）
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生コン業界の生産性向上への取り組み

■ 生コンプラントにおけるIT技術の活用
・生コンの製造、出荷、運搬管理システムの連動化

・各種センサー、モニタリングカメラを利用した製造管理の省力化

・品質管理の省力化と状況把握の迅速化

骨材の表面水、コンクリート温度、コンクリート容積など

・アジテータ車ドラム内の生コン量の表示

・品質試験の電子黒板表示とリアルタイム画像による立会承認

■ 生コン輸送の見える化におけるIT技術の活用
・GPSを利用したアジテータ車の位置情報の把握

・携帯電話とインターネットを利用したアジテータ車の運行状態の把握

■ 生コン情報の電子化への試行
・「コンクリート生産性向上検討協議会」で生コン情報の電子化を検討

・日建連の生コン情報の電子化の試行に協力

・今後の普及に向けて生コン側のメリットを協議
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生コン製造・出荷・運搬管理のシステム化

■ 生コンのトータル管理システム

生コンプラントにおけるIT技術の活用

装置やシステムをネットワーク
上で連結し、きめ細かいデータ
連携と情報の共有を行うトータ
ル管理システム

・出荷管理
・計量操作盤
・骨材供給盤
・スランプモニター
・品質管理
・販売管理
・経理
・ＧＰＳ配車管理
・生コン協同組合
・プラントメーカーやシステム

会社によるリモートメンテナ
ンス

参考：セメント･コンクリート No.716, pp.43～49, Oct. 2006
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生コン製造管理の見える化

■ 細骨材表面水測定機器

・マイクロ波、電磁波、RI等のセンサ活用

・連続測定→連動→配合自動補正

■ 放射温度計によるコンクリート温度測定

・連続測定→連動→修正標準配合を自動選択

■ コンクリート容積管理(超音波による距離測定)

■ アジテータ車ドラム内の生コン容積の表示

生コンプラントにおけるIT技術の活用
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■ GPSを利用した運搬車の管理

・GPS衛星から取得した運搬車の位置情報と運搬車の

状態情報を携帯電話によりデータセンターに送信し、

インターネットを通じて生コン工場でリアルタイム

で運搬車運行情報を把握

・積込、現場到着、荷卸開始、荷卸完了、工場帰着等

を表示

・シミュレーションによる配車計画

生コン輸送の見える化におけるIT技術の活用

参考：コンクリート工学 Vol.53 No.5 pp.417～421
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コンクリート打設箇所

事務所

電話で「打設状況」確認・把握

生コン工場

生コン伝票発行
出荷

生コン伝票
確認→サイン
野帳に記録

生コン工場
出荷担当者

受入担当者
orデリバリー

工事担当者

【打設記録帳票・
管理図を作成】

【運搬】

「品質試験」

【打設後】

生コン伝票
整理

■

待機中

コンクリート受入箇所

野帳に記録

参考：国交省第6回コンクリート生産性向上検討協議会 資料５

生コン情報の電子化への試行
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発注者
生コン工場

生コン工場
出荷担当者

コンクリート打設箇所

工事担当者

事務所

生コン伝票発行
出荷

生コン伝票
確認→サイン
システムに記録

受入担当者
orデリバリー

【打設記録帳票・
管理図は自動作成】

【運搬】

「品質試験」

【打設後】

生コン伝票
整理作業軽減

■

待機車の削減

コンクリート受入箇所

ＰＣ・タブレット・スマホで
「打設状況」確認・把握

ＰＣ・タブレット・スマホで
「打設状況」確認・把握

ＰＣ・タブレット・スマホで
「打設状況」確認・把握

PCやタブレット端末

ＰＣ・タブレット・スマホで
「打設状況」確認・把握

監督官

参考：国交省第6回コンクリート生産性向上検討協議会 資料５

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1519193095/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5jaXZpbGxpbmsubmV0L2Zzb3phaS9zb3phaS9wYzUuZ2lm/RS=%5eADB9EnZtoaI4Yf4iubM0.068yZVFJY-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUXVKT0lVeXZHSzgyMVNxd3hxZ1hmbUlEZzBkSXVKaVp0RmRSVUdsOVc4NURXYmFrNjQzdUZXLS1jBHADNDRLazQ0T3A0NEs1NDRPSUlPZUVvZWFXbVNEamc1SGpncjNqZ3JQamc3TS0EcG9zAzYEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-
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国交省 コンクリート生産性向上検討協議会の検討方向

第8回コンクリート生産性向上検討協議会での指摘事項

■ 生コン情報の電子化の試行結果については、施工者側

のメリットは確認されたが、供給者側のメリットが確

認できなかったため、引き続き、供給者側における生

産性向上に資する工夫が必要。

参考：第7回コンクリート生産性向上検討協議会 資料

国交省における生コンに関連する今後の検討事項

■ 現場施工の更なる効率化(高流動コン等の適用に向けた基準類の整備)

■ 生コン情報の電子化(配合計画･伝票等のペーパーレス化)

■ 情報共有による効率化(製造･施工･検査ﾃﾞｰﾀ等の一元管理)

■ ｺﾝｸﾘｰﾄ工における３次元ﾃﾞｰﾀの利活用(新たな施工管理基準の策定)

■ 革新的技術･工法の導入(品質管理の高度化に向けた管理基準の策定)

■ 測量・設計から施工・監督・検査まで一元化された３次元データ等を維持管理で活用


